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※1 空振とは、爆発や噴火などで起こる大気の振動のこと。

※2 ガラス飛散防止フィルムのこと。
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　午後３時くらいだったでしょうか。利用者さんが「新燃岳が噴火した」と教えて

くれまして。外を見るとモクモクとした噴煙がこちらにどんどん迫ってくるのが

見えたんです。

　その日の深夜、地鳴りと共に窓ガラスがガタガタと揺れ始め、30名以上の

方が起きてこられました。地鳴りや空振※1
　 も恐ろしいものでしたが、火口付近

で立ち上がる火柱や噴雷はこの世の光景とは思えない異様なものでした。

　利用者さんの中には、帽子やバッグを身につけ、不安な面持ちで一夜を

過ごされた方もいました。「この建物は鉄筋やっで、頑丈よ。安心しやいね」と、

職員みんなで声かけをして安心してもらいました。

　激しい空振※1
　 はその日だけでしたが、しばらくの間は園内のガラス全てに

保護フィルム※2
　 が貼られました。

「安心して」と利用者へ声かけ

高原町　30代　男性　養護老人ホーム職員
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　噴火の翌日、店に行くと展示してある車に大量の灰が積もっていました。

灰は付いただけで車に傷を付けてしまうので、新車や新古車は売り物にならなく

なり会社は大損害を受けてしまいました。

　もちろん、お客様からお預かりしている車にも灰は積もりました。お客様に

お詫びの電話を入れると、「天災ですから仕方ない」とおっしゃってくださる方も

いましたが、屋根のある所に保管しておいて欲しかったとおっしゃるお客様も

いて申し訳ない思いでいっぱいになりました。

　それからは会社で大量の毛布を購入し、帰宅する前に全ての車に毛布を

かける作業をはじめました。そのおかげで灰による被害を防ぐことができました。

　私自身も、噴火の後は車を車庫に入れるようになりました。

毛布をかけて被害を防ぐ

小林市　30代　男性　自動車販売業
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　新燃岳から近い位置にあるため、灰よりも噴石の被害が甚大で、噴火から

2日で約300枚のガラスを手配しました。ガラスの交換作業はそんなにある

ものではないので、社内だけでは追いつかず、他県にも応援を要請しました。

全ての車のガラスを交換するまでかかった期間はおよそ1ヵ月。その間は

お客様への代車の手配などの業務も加わりますから、通常では考えられない

ほど忙しい日々が続きました。

　ガラスの値段は、軽自動車で約10万円。天災では特約に入っていない限り、

保険がおりません。ガラスにヒビが入ると車検を通すことが出来ないので、交換

は絶対なんですね。車が無いと移動が困難な地域ですから、お客様にとっては

痛い出費になりました。

　お客様の中には、次の噴火に備えてカバーなどの保護具を購入される方も

いらっしゃいました。

保険特約に入っておらず約10万円を自己負担

小林市　30代　男性　自動車販売業
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　噴火からしばらくしてから灰が降り出しました。この公園は避難区域に入って

いるもんですから、その期間は営業が出来んわけですよ。ちょくちょくは様子を

見に来てましたけど、だんだんと灰で真っ白になっていく公園を見た時は

辛かったですよ。

　公園までの道には灰が埃のように舞っていましてね、それで道路が見えんと

です。昼間なのにライトを点けて車を運転しました。歩道を歩いてる人の姿などは

見えんですから、危なかったですよ。

　避難が解除されてから職員8人で灰集めの作業を始めたんですが、これが

50日かかりました。運んだ灰の数は、トラックで30台以上になりました。

　お祭りのある4月までにはなんとか終わらせようと、朝から晩まで一生懸命に

作業をしました。営業が再開出来た時は嬉しかったですね。

8人で50日頑張った灰集めはトラック30台以上

高原町　50代　男性　公園管理者
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簡単な手順を紹介します

まず、過去の自然災害（地震、水害）の中から対象を選ぶ

その災害の被災経験者や災害対応経験者に声をかける

みんなが集う場所と時間を設定する

なごやかな雰囲気の中で、当時を思い出しながら、体験したり感じたことを話し合ってもらう

※所要時間は２時間

※話し手は、２～４人が適当

聞き手

聞き手

気 づ き 共 感 反 省

「一日前プロジェクト」とは、地震や水害などの自然災害で被災した方や災害対応の経験をもつみなさまにお集りいただいて、
● 被 災 前 後 の 行 動
● 体 験 を 通 じ て 上 手くいったと思 うこと、失 敗し たと思 うこと
● もう一 度 災 害 が 発 生し た なら ば 、次 はど の ように行 動し た い か
● そ の た め に日 頃 から何 を 準 備し て お け ばよ かった か

といった本音の話をお聞かせいただき、これらの話から導き出されるさまざまな教訓や身につまされる体験をショートストーリー
（エピソード）に取りまとめるという活動です。
　こうして取りまとめたエピソードを広く活用・普及させることで、地域のコミュニティや国民一人ひとりに、防災・減災への関心
や意識を高めていただくことを目的としています。
　ここで紹介する物語は、ほんの一部です。一日前プロジェクトから生まれた物語は、内閣府の「災害被害を軽減する国民運動
のページ」 https://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/ichinitimae/index.html に掲載されています。ぜひ、
アクセスしてみてください！きっと、あなたの心を動かす物語が見つかるはずです。

■一日前プロジェクトの物語・イラストは、非営利の目的であれば、広報誌やパンフレットなどご自由にお使いいただけます。
「災害被害を軽減する国民運動のページ」（ https://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/ ）からダウンロードしてください。

みんなでやってみよう!
一日前プロジェクト

「教訓」や「知恵」につながる部分を拾い出し、タイトルをつける

テープ起しなどを基に、拾い出した部分を物語にする

作成した「物語」を地域や職場のみんなに読んでもらう

レコーダー

※物語は、300～500字程度で、できるだけ切り口を残して編集
※物語の情景をあらわすイラストや写真等を添えると効果的



に戻れたら…

私たち（被災者）からみなさんに伝えたいこと
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